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	   報 告 者 氏 名
	柳内　茂

	大 会 名
	　アジア選手権

	開 催 地
	　シンガポール

	大 会 期 間
	　7月22日～7月30日


	現地までの

旅程


	　成田→シンガポール
　広島→韓国→シンガポール

　福岡→シンガポール

	　　旅行代理店
	　　航空会社HPからのスーパーエコ割を利用


	渡航費用
	　　成田発　66,500円/人、　広島発80,100円/人

	　　

エントリー料


	　選手一人　450ユーロ　　　　※　実際に支払った通貨で記入して下さい

	　　

一人当たりの

　　宿泊費用


	　・選手、3役　　　　　９泊　：　830ユーロ/ツイン、　915ユーロ/トリプル
　　・サポーター（延泊）　１泊　：　100ユーロ/ツイン、　115ユーロ/トリプル

	一人当たりの

　　食費
	　　・選手、3役は宿泊費に含まれる

　　・サポーター（レイデイ）　１日３食　20～30ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙドル


	　チャーター料金


	　ＯＰ艇　　大会期間中　ｴﾝﾄﾘｰ費に含まれる　　　大会前料金　37ユーロ / 艇 / 日　

　コーチボート　　　　　970ユーロ / 艇/9日間　　大会前料金　35ユーロ / 艇 / 日　　　　

コーチボートは２チームシェアの為、485ユーロ/艇 / 9日

	大会本部の対応


	到着日から親切に対応して頂いた。若干日本語が解る方もいらしたので、現地でコミュニケーションンが取れない事での問題は一切起きなった。

また、プラクティスレースの日に「SAILORS　FAEST」と言う交流会が企画されていて、シンガポールチームの皆さんの手作りの料理や、的当てゲームのようなアトラクション（有料チケット制：$10）で各国からの参加者を歓迎してくれた。また、シンガポールの選手と各国の選手が3～4人で１つのチームを組んでの借り物競走や、各国代表選手によるハイクハウト大会（腹筋勝負）、綱引き、などが行われ、大会前日に参加各国の参加選手達が仲良くなることができる仕掛けを用意してくれていた。そのおかげで、仲良くなった者同士で、この日の夜から早くもプレゼント交換が行われていた。

	チームリーダーミーティングの様子、内容


	　宿泊施設とハーバーが遠く(バスで約30分)、忘れ物も取りに帰れない。宿泊施設が良くない（部屋に冷蔵庫やアメニティが無い。HPにあったプールが無い。周囲にレストラン１、バー１しか無い等）。チームレースが終わった時には日が暮れていた。等のクレームがあった。
懇談タイムに、大会計測委員の荒川さんが「2013アジア選手権開催地を日本の葉山で」と言うロビー活動をJODAより依頼されている。とのことで、国代表の村瀬さんが荒川さんと一緒に各国を回り、リーフレットを渡しながら日本の説明をする等の協力をした。TSUNAMIは大丈夫か？と心配している国もあった。

	選手達の様子で

気をつけたこと


	　元気の無い選手が居ないか、顔色の悪い選手が居ないか注意した。元気の無い選手は主にレースで調子が上がらない選手だったので、終わった事は忘れ、今日、明日を頑張るように。等、話しかけた。

尚、柳内航平選手が初日の昼ごろから腹痛を訴え、ホテルに戻ってからも痛がっていたので部屋で寝かすことにしたが、夜、広島のお母さんが部屋に見に行ってくれ、異常に痛がっていることに気が付いてくれた。その後、親と同室に変更したが、夜中（21時過ぎ）に更に激痛となった為、親の判断で現地ドクターにホテルに来てもらい、（痛み止めの）注射と（胃の）薬を処方してもらった。ドクターの治療で痛みが和らぎ、なんとかその日は寝ることができた。幸いにも翌朝には痛みが無くなり、二日目以降のレースに参加することができた。（下痢等の症状はなく、食べ物や水に当たったのでなく、精神的なものが主原因と思われるが、この日の水分補給が少なかったことも原因の一つかもしれない。）

	　食事に関して

　注意したこと
	大会期間中、選手は宿泊ホテルや大きなショッピングセンターのフードコート以外での食事はさせなかった。宿泊ホテルの食事は辛さも抑えてあり、チャーハンや煮込んだ鶏肉、パン、パスタ等、選手はそれなりによく食べていたと思う。但し、同じようなメニュー（味）の食事が続くので、後半は飽きてきたようだった。（レイデイ時の外食では日本食や菓子パン等を食べていた。）日本の白いご飯を食べたいと言っている選手も居たが、特に日本食を用意する必要性は感じなかった。レース中の昼食はサブウエィのサンドイッチとリンゴと言った食べやすいものが多かったが、ピクルスや辛いソースを嫌っている選手も居た。その場合はお母さん達が用意してくれたお菓子（おせんべい）等を食べていた。
とにかく昼間は暑いので、冷えたスポーツドリンクを出艇前に各選手へ配り、サポートボートにも沢山積み、水分補給をするよう、海上に居るコーチが常に選手へ声掛けをした。

	　セキュリティー

　に関して注意

　したこと


	宿泊先やハーバーは町と離れた場所に位置していることや、大会関係者、選手、サポーターは概ね各国のユニフォームを着ているので、それ以外の人がホテル内やハーバー敷地内に入ると目立った。そうしたことからも治安はとても良く感じた。
また、大会期間中、レイデイや大会終了後の観光で町に出る時以外で、お金を多額に必要とすることがなく、そもそも大金を持ち歩く必要が無かった。

	　荷物に関して

　工夫したこと


	セールを飛行機の預け荷物で運ぶにあたり、3本のセールを一つに纏め、規定外手荷物の追加料金（1.5万円）を３人で負担し合う形にした。しかし、各自が１本のセールを径の小さい管に入れて預けた場合、追加料金を取られなかった。但し、シンガポールからの出国時には、前記した3本のセールを纏めた太くて長い手荷物も、規定外手荷物の追加料金を取られなかった。セール以外のは旅行カバンで、重量が規定内の30キロを超えた場合、その荷物を他の人へ分散し、規定外料金を取られないようにした。

	　日本との通信

　状況、手段
	パソコンのメール、スカイプ、携帯電話、

チームHPの更新等はホテルのWi-Fiを利用したが、速度が遅く写真のupは大変だった。

	　他国チームとの

　国際交流の実施


	特にシンガポール、ニュージーランド、ホンコン、タイ、韓国、イラン等とは、大人も子供もとてもフレンドリーに交流ができた。特に女子は香港、男子はニュージーランドと仲良くなっていた。帰国後も子供も大人もfacebookなどで連絡を取りあっている。

	　持参した

食品、医療品等　
	絆創膏、虫よけ、虫さされの薬、胃薬、キンカン、痛み止め、頭痛薬


	　次回参加者へ

　アドバイス
	・大会前に、現地の方、あるいは現地に詳しい方とメールやfacebook等で連絡を取っておくと、現地で直ぐに仲良くなれます。

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他


	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

